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なぜ支援学校へ進学したのか？
なぜ学ぶのか？
なぜ働くのか？

人生の目的は？

考えたことはある？
こたえられる？

当事者
として
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世の中は無意味だが、
そこに意味をあたえるのは

あなただ

これが当事者意識
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ではどうする？
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入学後

人生の上位目的を考えてみる
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好き
興味
幸福

こう在りたい

ふんわりした人生の上位目的に
輪郭をあたえる
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上位目的が明らかに

次に何を考える？
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上位目的が明らかに

叶えるための手段①

働くことに意味をあたえる

働く



「なぜ働くのか」の説明

働く
できることをやる

役立つ
懸命に生きる

認められる安心感

働くことで、社会の中に自ら自分の居場所を作る。

居場所＝幸せの基盤

幸せ
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働く意味がわかる

叶えるための手段②

学校での学びに意味をあたえる

学ぶ
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人生の当事者として、
やりたいことがある

他人が意味付けた学び（人生）

だから今、学ぶ

自分で意味付ける学び（人生）
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学べる「時間」は有限
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選択とは「何に時間を使うか」
ということ

「時間」は

10代の生徒が持つ唯一資源にして、
「命」そのものと教える
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当事者として 選択する
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当事者として
学び方を選択する
（見附分校のカリキュラム）
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１年時：作業課（基礎）

２年時：学びのコース（発展）

２～３年時：職場実習先（実践）

選択の先に、何が起こるか
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作業課
サービス クラフト クリーン

仕事に対する
顧客の反応

働く意味を
実感→意欲up

自己満足で
終わらない
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学びのコース
スタディ ジョブ

教養※の獲得
（※リベラルアーツ＝固定観念から自由になる技術）

思考力の向上

販売戦略
（アントレプレナーシップ）

働く楽しさの発見
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職場実習先
福祉事業所 企業

本物の経験

外部評価
（評価票）

分析→整理→相談
（しっかり）

自己評価

選択
循環しな
がら向上



24

１年時：作業課（基礎）

２年時：学びのコース（発展）

２～３年時：職場実習先（実践）

自分の選択に手ごたえ → 仕組み化
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そして進路選択
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当事者として「あきらめる」

納得して他の道を「諦める」

自分の道を「明らめる」
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卒業生が、それぞれの行き先で、

スジの良い時間を過ごせるかどうか

「良い時間」の蓄積が
幸せな生き方であるから

（ウェルビーイング）

学校の立場からの

進路決定のポイントはシンプル

最上位
目的
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迷ってOK、試してOK

自分の希望を話してOK

選択を契機とした相談 教員のスタンス

「上位目的」を

見失わない

心理的安全性

「スジの良い時間」
へ向かう
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結果
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R７年度 第１期 卒業生15名の場合

・前期で進路決定 → １名

・後期で進路決定 → ６名

・後期後追加実習 → ４名 →  決定３名

・卒業後見学や実習→ ２名 → 卒業後に決定２名

・在家 → ３名

就労移行１名、B型６名、企業就労４名、進学１名、在家３名

前期で

決まった方は

１名だけ
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当事者意識をもって、
主体的な進路選択ができた

時間はかかったけれど…

３年間、結果的にはスジの良い時間だった
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討議の柱

当事者意識をもった大人を育てるために、

今できること
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討議の柱

当事者意識をもった大人を育てるために、

今できること

・人生の上位目的を一緒に考えること

・働くこと、学ぶことの意味を一緒に見いだすこと

・時間の使い道を選択する機会を作ること

・他者からの反応により、自己選択の手ごたえを得ること

・本人の思考を大切にし、待つこと

討議よろしくお願いいたします


